
 1 

一
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

 

問
一 

３
点×
４
＝
12
点 

 
 

ａ 

ハ 
 
 

ｂ 

ホ 
 
 

ｃ 

ホ 
 
 

ｄ 

イ 
 

 

問
二 

４
点 

 

 

科
学
技
術
は
何 

 
 
 
 

 

問
三 

４
点 

 

  

ロ 
  

問
四 

８
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

  

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 

Ａ
②
○
２
点 

 
 
 

Ｂ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

ク
ロ
ｰ
ン
技
術
を 

人
間
に
適
用
し
た
ら
︑何
か
想
像
で
き
な
い
状
況
が
お
き
る 

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と 

 
 

 
 

 
 

Ｃ
○
２
点 

い
っ
た 

疑
問
や
不
安
を
い
だ
い
た
か
ら
︒
︵
59
字
︶
︵
８
点
︶ 

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

【
Ａ
・
Ｂ
に
得
点
が
無
い
場
合
、
Ｃ
の
み
で
は
加
点
で
き
な
い
。
】 

 

Ａ
「
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
人
間
に
適
用
し
た
ら
」
（
３
点
） 

 

①
「
ク
ロ
ー
ン
技
術
」
（
１
点
） 

 
 

②
「
人
間
に
適
用
し
た
ら
」
（
２
点
） 

✖
①
が
な
い
場
合
、
②
は
得
点
で
き
な
い
。
Ａ
０
点
。 

 

Ｂ
「
何
か
想
像
で
き
な
い
状
況
が
お
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
」
（
３
点
） 

 

①
「
何
か
想
像
で
き
な
い
状
況
が
お
き
る
」
（
２
点
） 

 
 

✖
「
何
か
が
起
き
る
」
の
み
は
不
可
✖
。 

 
 

②
「
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
（
１
点
） 
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✖
①
が
な
い
場
合
、
②
は
得
点
で
き
な
い
。
Ｂ
０
点
。 

 Ｃ
「
疑
問
や
不
安
を
い
だ
い
た
か
ら
」
（
２
点
） 

 

△
「
疑
問
」
か
「
不
安
」
の
ど
ち
ら
か
欠
い
て
い
た
場
合
は
△
１
点
。 

○
「
不
安
」
は
「
懸
念
」
で
も
可
○
。 

 
 
 

 問
五 

４
点 

 

  

ハ 
  

問
六 

10
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

人
間
の
生
命
と
生
存
に
直
接
関
係
し
、
個
々
人
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
問
題
が
出
て
き
て
い
る
中
で
、
高
度
に
発
達
し
た
科
学 

 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｅ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
○
２
点 

技
術
は
、
複
雑
に
な
る
に
つ
れ
、
専
門
が
少
々
異
な
る
科
学
技
術
者
に
と
っ
て
も
、
内
容
理
解
の
た
め
の
多
大
な
努
力
が
必
要 

 

に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
。（
10
点
） 

  

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
人
間
の
生
命
と
生
存
に
直
接
関
係
し
」
（
１
点
） 

○
「
生
命
」
か
「
生
存
」
だ
け
で
も
可
○
。 

 
 Ｂ

「
個
々
人
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
問
題
が
出
て
き
て
い
る
中
で
」（
２
点
） 

 

○
「
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
」
や
「
様
々
な
問
題
」
な
ど
、
問
題
状
況
に
触
れ
て
い
れ
ば
可
○
。 

 

Ｃ
「
高
度
に
発
達
し
た
科
学
技
術
は
」（
２
点
） 

 

△
「
科
学
技
術
」
を
「
科
学
」
に
し
た
場
合
は
△
１
点
。 

 

▲
「
高
度
に
発
達
し
た
」
が
な
い
場
合
は
▲
１
点
減
点
。
（
※
Ｃ
が
「
科
学
は
」
の
み
だ
と
得
点
で
き
な
い
） 

 

Ｄ
「
複
雑
に
な
る
に
つ
れ
」（
１
点
） 

 

Ｅ
「
専
門
が
少
々
異
な
る
科
学
技
術
者
に
と
っ
て
も
」
（
２
点
） 

△
「
科
学
技
術
者
」
は
「
科
学
者
」
に
し
た
場
合
は
△
１
点
。 

 

✖
「
専
門
が
異
な
る
科
学
技
術
者
」
は
不
可
✖
。 
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Ｆ
「
内
容
理
解
の
た
め
の
多
大
な
努
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
。」
（
２
点
） 

○
「…

努
力
が
必
要
」
と
い
う
こ
と
に
言
及
し
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 

○
（
専
門
が
少
々
異
な
る
科
学
技
術
者
に
と
っ
て
も
）
「
内
容
（
を
）
理
解
（
し
よ
う
と
す
る
こ
と
）
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
」
と
い
う
趣
旨
で
あ
れ
ば
○
。
（
✖
「
理
解
で
き
な
い
」
は
不
可
✖
。
） 

  

問
七 

４
点×

２
＝
８
点 

  

ロ
・
ヘ 



 4 

 
二 
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

  

問
一 

８
点
（
２
点×

４
） 

  

１ 

悲
惨
（「
悲
酸
」
も
可
） 

 

２ 

窮
状 

 

３ 

勧
告 

 

４ 

受
諾 

  

問
二 

６
点 

 

・
人
間
の
普
遍
的
な
愛
他
精
神︵
11
字
︶ 

 
 

 
 

も
し
く
は 

・
人
間
の
中
に
存
在
す
る
愛
他
性︵
12
字
︶ 

 

※
抜
出
問
題
の
た
め
解
答
通
り
以
外
は
不
可
✖
。 

   

問
三 

６
点 

  
 

ロ 
 
 
 

  

問
四 

12
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
４
点 

人
間
に
は
、
愛
他
的
行
動
を
と
ろ
う
と
す
る
性
質
と
、
利
己
的
な
騙
し
に
よ
っ
て
自
己
を
有
利
に
し
よ
う
と
す
る
性
質
と
が 

 

Ｃ
○
４
点 

同
時
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
。
（
58
字
） 

   

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
関
し
て
部
分
採
点
を
行
う
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
採
点
を
行
っ
て
構
わ
な
い
）】 

✖
全
体
の
字
数
が
29
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 
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Ａ 
人
間
に
は
︑愛
他
的
行
動
を
と
ろ
う
と
す
る
性
質
と︵
４
点
︶ 

 
 

✖
「
双
生
児
」
の
一
方
で
あ
る
「
愛
他
的
行
動
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ａ
加
点
な
し 

 
 

 

Ｂ 

利
己
的
な
騙
し
に
よ
っ
て
自
己
を
有
利
に
し
よ
う
と
す
る
性
質
と
が︵
４
点
︶ 

 
 

✖
「
双
生
児
」
の
も
う
一
方
で
あ
る
「
利
己
的
な
騙
し
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し 

 
 

△
「
騙
す
行
為
」
の
み
は
△
２
点
。
「
利
己
的
」
と
い
う
説
明
が
必
要
。 

 
 

▲
Ａ
と
の
対
比
と
し
て
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
▲
２
点
減
点 

Ｃ 

同
時
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と︵
４
点
︶ 

 
 

✖
「
（
双
生
児
と
し
て
）
産
み
落
と
さ
れ
た
」
を
言
い
換
え
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｃ
加
点
な
し 

 
 

△
「
同
時
に
生
ま
れ
た
」
な
ど
、
比
喩
表
現
の
言
い
換
え
が
十
分
で
な
い
場
合
は
▲
２
点
減
点
で
△
２
点
。 

  

問
五 

12
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
４
点 

個
体
や
個
別
集
団
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
騙
し
は
、
人
類
総
体
の
存
続
に
必
要
な
愛
他
的
行
動
を 

 

Ｃ
○
４
点 

妨
げ
る
も
の
に
な
る
可
能
性
を
も
つ
か
ら
。
（
59
字
）
（
12
点
） 

 

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
関
し
て
部
分
採
点
を
行
う
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
採
点
を
行
っ
て
構
わ
な
い
）】 

✖
全
体
の
字
数
が
29
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

  

Ａ 

個
体
や
個
別
集
団
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
騙
し
は︵
４
点
︶ 

 
 

✖
「
そ
の
一
方
」
の
説
明
と
し
て
、
「
個
体
・
個
別
集
団
の
維
持
に
必
要
な
騙
し
（
狡
智
）
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
な
い
も

の
は
、
要
素
Ａ
加
点
な
し 

 
 

 
 

Ｂ 

人
類
総
体
の
存
続
に
必
要
な
愛
他
的
行
動
を︵
４
点
︶ 

 
 

✖
要
素
Ａ
が
、「
人
類
総
体
の
存
続
に
必
要
な
愛
他
的
行
動
」
と
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素

Ｂ
加
点
な
し 

 

Ｃ 

妨
げ
る
も
の
に
な
る
可
能
性
を
も
つ
か
ら︵
４
点
︶ 

 
 

✖
「
切
り
捨
て
る
」
理
由
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｃ
加
点
な
し 

 
 

✖
「
切
り
捨
て
る
」
の
説
明
な
の
で
、
「
競
合
す
る
」
な
ど
は
不
可
✖
。 
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︵
注
意
︶ 

○﹁
個
に
必
要
な
騙
し
﹂○は﹁
総
体
に
必
要
な
愛
他
﹂に
と
っ
て﹁
邪
魔
だ
﹂ 

と
し
て
い
る
も
の
が
正
し
い
説
明
︒ 

！﹁
個
に
必
要
な
騙
し
﹂○と﹁
総
体
に
必
要
な
愛
他
﹂～ 

と
い
う
構
造
の
答
案
は
要
素
と
し
て
は
正
し
そ
う
で
も
︑

文
の
内
容
が
不
可
で
あ
れ
ば
も
ち
ろ
ん
✖
。 

  

問
六 

６
点 

 

ニ 
 

  
 

 



 7 

三
（
古
文
）
採
点
基
準
（
合
計
50
点
） 

  

問
一 

１
点×
３
＝
３
点 

 

甲 

し
ぐ
れ 

 
乙 

み
す 

 

丙 

ひ
た
た
れ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

✖
い
ず
れ
も
正
解
以
外
は
✖
。
甲
「
じ
う
」
・
乙
「
み
す
だ
れ
」
も
✖
。 

  

問
二 

２
点×

３
＝
６
点 

 

① 

ニ 
 

② 

ホ 
 

③ 

ロ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

✖ 

い
ず
れ
も
正
解
以
外
は×

。 

  

問
三 

１
点×

３
＝
３
点 

 

ⅰ 

イ 
 

ⅱ 

ハ 
 

ⅲ 

ホ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

✖ 

い
ず
れ
も
正
解
以
外
は×

。 

 

✖ 

同
じ
記
号
を
重
複
し
て
答
え
て
い
る
場
合
は
、
一
つ
が
正
解
で
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
不
正
解
と
す
る
。（
設
問
で
、「
記
号
を
重

複
し
て
答
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
断
り
が
あ
る
。
） 

  

問
四 

３
点×

３
＝
９
点 

 

ａ 

ハ 
 

ｂ 

ニ 
 

ｃ 

ロ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

✖ 

い
ず
れ
も
正
解
以
外
は×

。 

 

✖ 

同
じ
記
号
を
重
複
し
て
答
え
て
い
る
場
合
は
、
一
つ
が
正
解
で
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
不
正
解
と
す
る
。（
設
問
で
、「
記
号
を
重

複
し
て
答
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
断
り
が
あ
る
。
） 
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問
五 
３
点×

３
＝
９
点 

 

(1)
（
解
答
例
）
３
点 

  
 

Ａ
○
１
点 
Ｂ
○
１
点 

 

Ｃ
○
１
点 

 

過
去 

 

や 
 
 

将
来 

 
 

 

※
「
来
し
方
行
く
末
」
の
現
代
語
訳 

  

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。
※ 
Ｂ
に
は
条
件
あ
り
。 

 
 

［
字
数
］
指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
来
し
方 

→
 

過
去 

 

○
「
こ
れ
ま
で
・
か
つ
て
・
昔
・
以
前
」
等
で
も
よ
い
○
。 

✖ 

過
去
の
時
間
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
不
明
な
「
こ
こ
ま
で
の
道
の
り
・
や
っ
て
き
た
ほ
う
」
等
は
✖
。 

 

Ｂ
【
１
点
】
（
補
い
） 

→
 

や 

 

※
Ａ
と
Ｃ
の
両
方
が
得
点
で
き
て
い
る
場
合
の
み
得
点
で
き
る
。 

 

○
「
と
・
か
ら
」
で
も
よ
い
。 

 

Ｃ
【
１
点
】
行
く
末 

→
 

将
来 

 

○
「
未
来
・
こ
れ
か
ら
・
今
後
」
等
で
も
よ
い
○
。 

✖
将
来
の
時
間
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
不
明
な
「
こ
れ
か
ら
の
道
の
り
・
こ
れ
か
ら
進
む
ほ
う
」
等
は
✖
。 

 

✖
「
行
く
末
・
行
く
先
」
は
✖
。 

  

(2)
（
解
答
例
）
３
点 

  
 

Ａ
○
１
点 

Ｂ
○
２
点 

 

声
を 

聞
か
せ
て
く
れ
る
な 

 
 

 

※
「
声
な
聞
か
せ
そ
」
の
現
代
語
訳 

  

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。
※ 

Ａ
に
は
条
件
あ
り
。 

 
 

［
字
数
］
指
定
な
し
。 

  

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
声 

→
 

声
を 

 

○
「
声
」
は
「
鳴
き
声
」
で
も
よ
い
。 

 

※ 

Ｂ
が
得
点
で
き
て
い
る
場
合
の
み
得
点
で
き
る
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
な
聞
か
せ
そ 

→
 

聞
か
せ
て
く
れ
る
な 

 

○
「
聞
か
せ
る
な
・
聞
か
せ
な
い
で
く
れ
」
で
も
よ
い
。 

 

△
「
聞
か
せ
て
は
い
け
な
い
」
は
【
１
点
】
。 
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 (3)
（
解
答
例
）
３
点 

  

Ａ
○
１
点 

 

Ｂ
○
２
点 

 

さ
あ 

 
い
ら
っ
し
ゃ
い 

 

※
「
い
ざ
さ
せ
給
へ
」
の
現
代
語
訳 

  

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］
指
定
な
し
。 

  

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
い
ざ 

→
 

さ
あ 

 

○
「
さ
あ
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
さ
せ
給
へ 

→
 

い
ら
っ
し
ゃ
い 

 

△
「
来
い
・
行
こ
う
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

○
右
の
意
が
あ
る
上
で
、
尊
敬
の
意
も
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 

よ
っ
て
、「
お
い
で
な
さ
い
・
お
い
で
な
さ
い
ま
せ
・
お
い
で
く
だ
さ
い
・
来
な
さ
い
・
来
て
下
さ
い
・
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ

い
」
等
で
も
【
２
点
】
。 

   

問
六 

５
点×

２
＝
10
点 

 

Ａ
（
解
答
例
）（
５
点
） 

  

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

祐
成
の
愛
を
誓
っ
た 

言
葉
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。 
 

   

※
「
変
は
り
果
て
ぬ
る
言
の
葉
か
な
。
」
に
表
れ
て
い
る
「
虎
」
の
「
祐
成
」
を
恨
め
し
く
思
う
気
持
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し

て
恨
め
し
く
思
っ
て
い
る
の
か
を
本
文
に
即
し
て
説
明
す
る
。 

   

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。
※
Ａ
は
条
件
あ
り
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
３
点
】
祐
成
の
愛
を
誓
っ
た 

 

✖
Ｂ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

○
「
祐
成
の
」
は
「
十
郎
の
・
曾
我
十
郎
の
・
曾
我
十
郎
祐
成
の
」
で
も
よ
い
。 

✖
「
曾
我
の
・
夫
の
・
恋
人
の
」
等
は
✖
。 

 
 

▲
「
祐
成
の
」
が
な
い
場
合
、
誤
っ
て
い
る
場
合
は
【
マ
イ
ナ
ス
１
点
】
。 

 

○
「
愛
を
誓
っ
た
」
は
「
愛
の
・
誓
い
の
・
約
束
の
・
将
来
を
誓
っ
た
・
恋
の
・
契
り
を
交
わ
し
た
・
愛
し
て
い
る
・
ま
た
来
る
・

見
捨
て
な
い
」
等
で
も
よ
い
。 

 
 

▲
「
愛
を
誓
っ
た
」
が
な
い
場
合
は
【
マ
イ
ナ
ス
２
点
】
。 
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Ｂ
【
２
点
】
言
葉
が
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。 

 

○
「
言
葉
が
」
は
「
誓
い
が
・
約
束
が
」
、
ま
た
は
「
言
っ
た
の
が
」
等
で
も
よ
い
○
。 

✖
こ
の
意
が
な
い
場
合
は
✖
。 

 

○
「
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
は
「
変
わ
っ
た
・
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
・
嘘
だ
っ
た
・
本
当
で
な
か
っ
た
・
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
・

訪
れ
な
く
な
っ
た
」
等
で
も
よ
い
○
。 

 

△
「
言
葉
・
誓
い
・
約
束
」
な
ど
の
意
が
な
く
「
心
変
わ
り
し
た
」
「
気
持
ち
が
変
わ
っ
た
」
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】
。 

  

Ｃ
（
解
答
例
）（
５
点
） 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

祐
成
が
自
分
の
も
と
へ 

通
っ
て
来
な
く
な
っ
た
こ
と
。 

 

  

※
「
か
き
絶
え
給
へ
る
恨
め
し
さ
」
に
表
れ
て
い
る
「
虎
」
の
「
祐
成
」
を
恨
め
し
く
思
う
気
持
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
て

恨
め
し
く
思
っ
て
い
る
の
か
を
本
文
に
即
し
て
説
明
す
る
。 

  

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。
※
Ａ
は
条
件
あ
り
。 

 
 

［
字
数
］
指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
２
点
】
祐
成
が
自
分
の
も
と
へ 

 

✖
Ｂ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

○
「
自
分
の
も
と
へ
」
は
な
く
て
も
よ
い
。 

 

○ 

Ｂ
の
説
明
に
「
祐
成
」
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
よ
い
○
。 

 

○
「
祐
成
」
は
「
十
郎
・
曾
我
十
郎
・
曾
我
十
郎
祐
成
」
で
も
よ
い
○
。 

 

Ｂ
【
３
点
】
通
っ
て
来
な
く
な
っ
た
こ
と
。 

 

○
「
通
っ
て
来
な
い
」
は
「
来
な
い
・
会
い
に
来
な
い
・
訪
れ
な
い
・
訪
ね
て
こ
な
い
・
現
れ
な
い
・
訪
れ
が
間
遠
に
な
っ
た
・ 

通
い
が
途
絶
え
た
」
等
、
ま
た
は
、
「
連
絡
が
来
な
い
・
連
絡
が
途
絶
え
た
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
○
。 

 
 

△
「
訪
れ
・
通
い
・
連
絡
」
の
意
が
読
み
と
れ
な
い
が
、「
疎
遠
に
な
っ
た
・
関
係
が
浅
く
な
っ
た
・
相
手
に
し
て
く
れ
な
く
な
っ
た
・

気
に
か
け
て
く
れ
な
く
な
っ
た
」
等
が
あ
る
場
合
は
△
【
２
点
】
。 

 

  

問
七 

８
点 

 

（
解
答
例
） 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

Ｄ
○
１
点 

Ｅ
○
１
点 

「
も
の
は
め
っ
た
に
な
い
も
の
の
ほ
う
が
価
値
が
あ
る
」
と
は
言
う
も
の
の
、
ど
う
し
て 

祐
成
は 

そ
の
よ
う
に
ば
か
り 

Ｆ
○
２
点 

稀
に
し
か
通
っ
て
来
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 

   

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

六
〇
字
以
内
。 
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［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
２
点
】
「
も
の
は
稀
な
る
を
貴
し
と
す
」 

→
 

「
も
の
は
め
っ
た
に
な
い
も
の
の
ほ
う
が
価
値
が
あ
る
」 

 

○
「
も
の
は
」
は
「
物
事
は
・
何
事
も
」
等
で
も
よ
く
、
な
く
て
も
よ
い
○
。 

✖
こ
れ
が
「
男
の
訪
れ
が
」
等
、
他
の
意
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
✖
。 

 

○
「
め
っ
た
に
な
い
」
は
「
め
ず
ら
し
い
・
稀
な
・
希
少
な
・
ほ
と
ん
ど
な
い
」
等
で
も
よ
い
○
。 

✖
こ
れ
が
な
い
場
合
は
✖
。 

○
「
価
値
が
あ
る
」
は
「
貴
重
だ
・
尊
い
・
貴
い
・
素
晴
ら
し
い
・
甲
斐
が
あ
る
・
よ
い
」
等
で
も
よ
い
○
。 

✖
こ
れ
が
な
い
場
合
は
✖
。 

 

Ｂ
【
１
点
】
と
言
へ
ど
も
、 

→
 

と
は
言
う
も
の
の
、 

 

○
「
と
い
う
が
・
と
言
う
け
れ
ど
も
・
と
言
う
言
葉
が
あ
る
が
・
と
言
わ
れ
る
が
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｃ
【
１
点
】
何
と
て 

→
 

ど
う
し
て 

 

○
「
な
ぜ
・
な
ん
の
た
め
に
・
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
っ
て
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｄ
【
１
点
】
（
主
語
補
い
） 

→
 

祐
成
は 

 

○
Ｆ
の
「
う
と
き
」
の
説
明
と
し
て
「
祐
成
」
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
祐
成
」
は
「
十
郎
・
曾
我
十
郎
・
曾
我
十
郎
祐
成
」
、
ま
た
は
「
あ
の
人
・
あ
な
た
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｅ
【
１
点
】
さ
の
み 

→
 

そ
の
よ
う
に
ば
か
り 

 

○
「
そ
れ
ほ
ど
・
そ
ん
な
に
・
そ
の
よ
う
に
・
こ
れ
ほ
ど
・
こ
ん
な
に
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。「
ば
か
り
」
の
意
は
な
く
て
も
よ

い
。 

 

Ｆ
【
２
点
】
う
と
き
や
ら
ん 

→
 

稀
に
し
か
通
っ
て
来
な
い
の
だ
ろ
う
か 

 

○
関
係
が
浅
い
こ
と
、
も
し
く
は
、
薄
情
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
祐
成
が
主
体
で
な
い
「
私
は
祐
成
に
会
え
な
い
の
か
・

疎
遠
な
の
だ
ろ
う
か
」
等
で
も
よ
い
。 

 

△
右
の
意
が
あ
る
が
「
の
だ
ろ
う
か
・
の
か
」
が
な
い
場
合
は
【
１
点
】
。 

  

問
八 

１
点×

２
＝
２
点 

 

Ｘ 

ハ 
 

Ｙ 

ニ 
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四 
漢
文 

５
０
点 

 
 

  

問
一 

３
点 

 

  
 

ロ 
  

問
二 

３
点 

 

  
 

ニ 
  

問
三 

４
点×

２
＝
８
点 

 

ａ 

イ 
 

ｂ 

ニ 
  

問
四 

５
点 

 

  
 

ハ 
  

問
五 

６
点 

  
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

Ｂ
○
４
点 

［
解
答
例
］ 

大
量
の 

酒
を
飲
む
こ
と
。
（
６
点
） 

 

［
加
点
ポ
イ
ン
ト
］ 

✖
Ｂ
に
加
点
が
無
い
場
合
、
Ａ
だ
け
で
は
得
点
で
き
な
い
。 

 
 Ａ 

 

○
「
大
量
の
」
は
「
た
く
さ
ん
の
」
「
多
く
の
」
な
ど
も
可
○
。 

 

Ｂ 

 

✖
「
酒
が
唇
に
入
る
こ
と
」
は
不
可
✖
。 

 

△
「
酒
を
飲
む
こ
と
」
の
意
味
に
不
要
な
訳
が
足
さ
れ
て
い
る
場
合
△
２
点
。 

 
 
 

例
：
「
た
だ
酒
の
み
を
飲
む
こ
と
」
（
限
定
は
不
要
） 

Ａ
Ｂ 

 

「
酒
を
飲
み
す
ぎ
る
ほ
ど
飲
む
」
と
い
う
表
現
で
あ
れ
ば
Ａ
Ｂ
○
。 
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問
六 

３
点×

３
＝
９
点 

 

  
 

イ
・
ニ
・
ヘ 

  

問
七 

５
点 

  
 
 
 
 
 

Ａ
（
前
半
） 
Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

［
解
答
］ 

す
べ
か
ら
く 

か
う
（
こ
う
）
ら
く
す 

べ
し
。
（
５
点
） 

 

［
加
点
ポ
イ
ン
ト
］ 

○ 

現
代
仮
名
遣
い
で
も
可
○
。 

✖
「
す
べ
て
ひ
ら
が
な
」
指
定
。
漢
字
を
一
つ
で
も
含
む
場
合
、
全
体
✖
０
点
。 

 

Ａ 

 

○ 
｢

す
べ
か
ら
く
～
べ
し
」
の
再
読
文
字
が
読
め
て
い
て
○
３
点
。 

 

△
「
す
べ
か
ら
く
」
の
み
読
め
て
い
る
場
合
△
１
点
。 

 

Ｂ 

 

✖
「
ぎ
ょ
う
ら
く
す
」
「
こ
う
ら
く
す
る
」
な
ど
不
可
。
✖
０
点
。 

  

問
八 

８
点 

  
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｅ
○
２
点 

［
解
答
］ 

空
し
く
は
か
な
い 

俗
世
の
名
利
の
た
め
に
、
自
分
の
身
を 

束
縛
さ
れ
て
い
る 
必
要
は
な
い 

 

 

と
い
う
感
慨
。
（
８
点
） 

 

［
加
点
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ 

 

○
「
空
し
く
」
「
は
か
な
い
」
は
ど
ち
ら
か
で
も
可
○
。 

 

○ 

同
内
容
の
「
つ
ま
ら
な
い
」
「
意
味
が
な
い
」
「
価
値
が
な
い
」
な
ど
も
可
○
。 

 

Ｂ 

 

○
「
俗
世
」
は
「
世
俗
」
、
「
名
利
」
は
「
名
誉
」
「
名
声
」
「
利
益
」
な
ど
も
可
○
。 

 

△
「
俗
世
」
・
「
名
利
」
の
一
方
に
あ
た
る
語
の
み
の
場
合
△
１
点
。 

 

Ｃ 

 

○
「
自
分
の
」
は
な
く
と
も
可
○
。 

  

Ｄ 

 

○
「
し
ば
ら
れ
る
」
「
自
由
を
奪
わ
れ
る
」
「
と
ら
わ
れ
る
」
な
ど
も
可
○
。 
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Ｅ 

 
○
「
必
要
は
な
い
」
は
「
不
要
だ
」
「
無
用
だ
」
「
い
ら
な
い
」
な
ど
も
可
○
。 

 

○
「
必
要
な
い
」
の
は
、
「
自
分
の
身
が
束
縛
さ
れ
る
こ
と
」
だ
が
、
「
自
分
の
身
が
束
縛
さ
れ
る
」
の
は
、
「
俗
世
の
名
利
の
た

め
」
な
の
で
、
「
俗
世
の
名
利
は
必
要
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
も
許
容
と
す
る
。 

 

△
「
く
だ
ら
な
い
」
「
お
ろ
か
だ
」
「
無
意
味
だ
」
「
こ
だ
わ
る
の
は
お
か
し
い
」
な
ど
否
定
的
な
表
現
は
△
１
点
。 

 

▲
「
慨
」
を
「
概
」
な
ど
誤
字
は
▲
減
点
１
点
。 

  

問
九 

１
点×

３
＝
３
点 

 

ⅰ 

ハ 
 

ⅱ 

ロ 
 

ⅲ 
イ 

 

以
上 
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